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款 !.5U |予算額 1% 11 款 Bリ |予算額|必

1.議 会 費 7，252 2.4 1.村 税 11.017 3.6 

一
ふ 2.総 務件費 44，211 14.6 2.地方議与税 462 0.2 

3.民 生 費 14，523 4.8 3.自動車取得税交付金 2，300 0.8 

4.衛 生 費 3，489 1.1 4.地方交付税 128.000 42.2 

5.農 林業費 135，432 44.7 5.分担金及負担金 8.778 2.9 

一一
6.商 工 費 317 0..1 6.使用料及手数料 646 0.2 

一
，7.土'木 費 40，417 13.3 7.国 庫 支 出 金 22，463 7.4 

明 8.消 防 費 4.705， 1.6 8.県 支 出 金 77，235 25.5 
‘ " 一 一ち

9.教 育 費 32，580 10.8 9.財 産 ~X 入 212 0.1 

一
10.災害復旧費 3，827 1.3 10.寄 附 金 7.611 2.5 

一 一一一

11.公 債 費 15，393 5.1 11.線。 入 金

12.予 備 費 752 0.2 12.繰 越 金

13.諸 収 入 472 。開2

14.村 債 43.70J 14.4 
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本
年
度
予
算
(
昨
年
度
よ
り
約
七
千
一
設
事
築
費
を
重
点
的
に
計
上
し
て
あ
る
一
の
額
が
投
入
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

万
円
増
)
の
特
色
を
み
て
み
ま
す
と
、
一
こ
と
で
す
。
一
又
、
他
の
面
で
は
、
老
人
医
療
費
、

四
十
五
年
度
か
G
始
ま
っ
た
「
山
村
伝
一
し
か
も
そ
の
大
半
は
、
道
路
事
業
に
一
テ
レ
ビ
受
信
施
設
等
々
、
直
接
福
祉
闘

興
計
画
」
に
関
連
す
る
諸
事
業
か
、
ち
一
投
資
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
住
み
よ
い
一
係
予
算
に
も
意
を
注
レ
で
あ
る
こ
と
が

よ
ろ
ど
本
年
度
は
後
期
の
ピ
l
ク
に
き
一
村
づ
く
り
の
基
盤
と
な
る
道
路
網
の
克
一
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

て
い
る
た
め
、
許
さ
れ
る
村
財
政
の
す
一
実
整
備
が
、
本
年
度
を
も
っ
て
ほ
ほ
ず

べ
て
を
傾
け
、
或
る
程
度
、
他
の
面
で
一
完
成
に
達
す
べ
く
企
画
さ
れ
、
一
般
会

の
犠
牲
を
強
い
な
が
ら
も
ほ
う
大
な
建
一
計
予
算
額
の
五
十
六
パ
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り

県支え金

25.5メ

議

A
Z

費、

衛

生

青

?

-

ゑ

刷

工

島

固

有

0

・一

菊

防

費

で

令

制
火
事
魚
崎
埠
貝
一
、
す
一

4
7
県
明
者
央
。
、
=

""' 
IID 

会 計 !.5U |予算額

同民健康保険

事業勘定 39，693 

施設勘定 32，801 

農業共済事業

農作物勘定 910 I 

蚕繭勘定 644 

家畜勘定 364 

業 務 勘 定 3，330 

簡易水道事業 419 

合 計 78，161 
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五
月
八
日
、
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時
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、
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長
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長
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間
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束
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一
み
だ
し
の
県
規
則
は
、
季
五
丹
ご
介
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
違
反
を
す
れ
を
励
託
し
て
、
明
る
い
我
が
家
、
ヱ
山

一
日
よ
り
実
施
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
軽
一
ば
、
反
則
金
を
納
め
ね
ば
な
り
ま
せ
辺
村
の
発
一
屈
に
つ
と
め
ま
'
し
よ
う
。
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仇
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自
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一
本
年
度
は
五
月
三
十
一
日
ま
で
に
ニ
一

一1

み
だ
り
に
遅
い
速
度
で
他
の
車
両
一
の
髭
み
で
一
十
九
件
で
、
そ
の
内
三
十
名
死
亡
レ
穴
一
一

一
の
進
行
を
妨
害
し
な
い
こ
と
。
一
五
ら
一
愛
の
一
声
を
一
割
警
察
署
管
内
に
於
て
は
、
二
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故
一
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お
い
て
は
、
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イ
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テ
ェ
ン
、
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ナ
も
笈
水
の
悲
劇
は
陽
気
の
一
子
供
の
事
故
は
、
夫
人
の
不
注
意
で
一
山

一
ノ
l
タ
イ
ヤ
等
の
装
置
を
備
え
付
け
一
民
事
向
上
昇
と
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も
に
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多
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水
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ら
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ど
も
を
守
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た
め
、
程
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川
や
池
な
ど
危
険
な
場
所
で
遊
ん
で
一

一4

傘
雲
し
た
り
、
君
主
持
つ
一
者
は
も
ち
ろ
ん
、
地
域
ぐ
る
み
で
子
ど
一

L子
供
を
見
か
け
た
ら
、
注
意
し
て
一

一
た
り
、
物
を
か
つ
い
で
の
片
手
遅
転
一
も
を
愛
の
目
で
見
守
り
ま
し
ょ
う
。
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引
き
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六
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幼
児
用
霊
設
備
に
六
才
未
満
の
者
一
・
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供
一
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ハ
程
の
ク
リ
国
に
被
害
が
広
が
っ
て
お
り
一
年
を
と
る
と
、
胃
袋
は
だ
ん
だ
ん
か
一
さ
れ
て
い
る
牛
乳
と
た
ま
ご
は
、
老
人
一
お
い
に
よ
し
。
か
た
く
た
い
た
と
飯
を

7

i

l

l

l

-

『

1
1
1
1闘
い
「
せ
せ
ら
ぎ
」
よ
り
川

J
一
一

t

禁

罪

、

芝

は

、

収

穫

皆

無

に

な

一

た

く

な

り

、

芸

く

な

り

ま

す

か

ら

、

一

の

た

め

に

も

非

常

に

よ

い

食

晶

子

。

一

や

め

て

、

お

じ

ゃ

、

お

か

ゅ

の

形

で

と

一

一

ー

一

¥
附
っ
て
い
る
闘
も
ニ
O
ヘ

ク

タ

ー

ル

程

あ

一

一

回

の

食

事

の

最

は

し

芝

と

替

、

一

栄

養

的

に

よ

い

だ

け

で

な

く

、

消

化

れ

ば

胃

袋

は

大

歓

迎

し

ま

す

。

一

一

。

増

ら

本

喜

久

明

二

て

川

り

今

後

各

地

に

広

が

る

お

そ

れ

が

あ

り

一

一

一

日

の

霊

童

も

捕

る

こ

と

に

な

り

が

ま

た

よ

い

か

ら

で

す

。

で

も

ほ

か

の

一

味

つ

貯

は

う

す

く

一

一

雪

わ

け

て

採

り

た

る

芹

の

白

根

に

も

春

の

い

ぶ

守

は

み

な

管

り

で

お

り

こ

川

棚

ま

す

。

一

五

ぇ

一

い

ろ

い

ろ

な

食

品

を

と

れ

ば

、

牛

乳

は

一

一

一

関

井

恵

美

子

一

一

一

訓
卿
こ
の
害
虫
が
章
へ
ど
の
よ
う
な
経
一
月
下

v

一
一
そ
こ
で
大
切
な
こ
と
は
、
栄
養
を
豆
一
目
玉
、
た
ま
と
は
一
日
一
コ
で
よ
一
い
ま
の
六
十
歳
す
ぎ
の
人
た
ち
は
、
二
菜
の
花
の
浮
く
ご
と
見
ゆ
る
黄
昏
の
道
晴
く
仔
犬
つ
れ
て
少
年
か
け
ゆ
く
人
一
一

口
酬
路
で
入
っ
て
き
た
か
は
、
明
ら
か
で
は
一
ン
乳
剤
、
一

0
0
0譲
か
、
パ
ヲ
チ
一
ん
べ
ん
な
く
と
る
と
い
う
乙
と
で
す
。
一
い
で
し
ょ
う
。
一
た
い
て
い
和
舎
の
み
と
な
っ
て
い
ま
二

A

一

，

清

水

h
J

菊

也

~

一

↓

{
刷
あ
り
ま
せ
ん
が
、
発
生
状
態
か
ら
み
て
一
オ
ン
乳
剤
、
一

0
0
0倍
雲
散
布
し
一
い
ろ
い
ろ
の
食
品
を
で
き
る
だ
け
種
牛
乳
思
議
み
し
な
い
で
、
ゆ
っ
一
票
、
和
食
の
味
っ
け
に
し
よ
う
油
、
二
親
牛
に
寄
り
か
か
り
つ
つ
眠
る
仔
牛
を
そ
っ
と
な
で
れ
ば
手
を
な
め
は
巴
む

j
f
v
十

円
酬
数
年
前
に
、
穂
木
や
笛
木
を
導
入
し
た
一
越
冬
期
間
中
の
十
二
月
に
、
マ
シ
ン
油
一
類
多
く
食
べ
、
一
つ
の
食
品
に
片
寄
ら
一
く
り
と
飲
む
。
た
ま
と
は
半
熟
で
す
と
一
み
そ
、
食
事
産
い
す
ぎ
て
い
る
と
と
一
一
泊
町
'
関
井
八
重
一
一

己
酬
際
に
、
こ
れ
ら
に
付
着
し
て
入
っ
て
来
一
議
ニ
0
2三
O
倍
液
の
一
撃
が
有
効
一
ぬ
よ
う
に
、
主
食
は
少
芯
く
て
も
、
旦
消
化
に
は
い
ち
ば
ん
よ
い
。
一
は
血
圧
、
腎
臓
な
ど
の
負
担
を
ま
す
の
二
太
陽
の
光
陀
映
え
て
軒
つ
ら
ら
落
つ
る
し
ず
く
の
リ
ズ
ム
は
高
仏
ニ

ム

川

た

も

の

と

思

わ

れ

ま

す

。

一

で

す

。

乙

の

重

は

ク

リ

以

外

に

は

、

一

食

に

警

用

い

ま

し

ょ

う

。

一

一

で

感

心

し

ま

せ

ん

。

一

一

名

本

勅

滋

ニ

b
h
ラ

酬

乙

の

重

は

、

集

2
Z虫
で
一
く
ぬ
ぎ
、
な
ら
、
や
ま
ざ
く
ら
、
は
ぜ
一
肉
や
魚
も
必
要
一
緑
と
黄
の
野
菜
一
若
い
人
た
ち
と
い
っ
し
ょ
に
住
む
老
ご
街
う
ち
の
古
き
家
ら
し
庭
松
の
高
き
に
咲
け
り
の
う
ぜ
ん
か
づ
ら
…
一
一

1
』

ガ

酬

0
・
壬
一
ミ
リ
、
成
虫
の
メ

νで
0
・
一
号
、

2・
ブ

ド

ウ

、

く

す

、

や

ま

一

一

育

も

の

、

つ

ま

り

緑

の

野

菜

、

乙

れ

一

人

が

、

油

や

バ

タ

ー

を

た

く

さ

ん

使

三

・

上

林

a
z
y子
二

、
1
主
ロ
イ
剛
一
四
五
ミ
リ
突
き
さ
で
、
一
見
貝
殻
状
一
ね
乙
ゃ
な
ぎ
の
い
ば
ら
な
ど
に
も
、
寄
一
「
老
人
は
肉
や
雲
あ
ま
り
食
ベ
ム
に
加
え
て
章
、
山
菜
室
、
緑
の
も
一
た
料
理
に
同
調
す
る
の
も
よ
い
と
い
え
一
一
給
桑
終
え
蚕
舎
を
出
で
て
ふ
り
仰
ぐ
空
よ
り
細
き
五
且
雨
の
降
戸
、
ニ

ド
一
吋
か
川
域
内
吋
鉱
山
U
U

静
止
は
い
恒
例
十
村
山
口
比
一
訂
正
当
ヨ
ピ
u
q
4
m訪
れ

日

記

辻

河

川

一

訪

日

諮

問

日

開

校

一

一

札

り

た

る

老

婆

の

背

言

す

り

お

れ

{

十

の

ぬ

え

い

つ

叫

し

ゅ

山

一

一

二

し

r斡
の
一
見
か
ら
枝
の
事
ま
で
ふ
っ
し
一
散
布
も
必
要
で
す
?
一
盟
事
忘
れ
は
ま
ち
が
い
工
つ
き
ま
す
o

一

い

も

の

で

す

。

二

泉

谷

信

義

一

二

1
1

マ
剛
り
付
着
し
‘
樹
液
を
す
い
ま
す
。
樹
液
一
現
在
、
県
下
の
発
生
地
は
、
内
子
町
一

J
4
請

す

。

一

一

一

一

H
新
-
フ
酬
を
吸
う
の
で
樹
主
義
し
、
や
が
て
の
他
に
も
一

τ一
一

震

で

も

発

生

誕

一

一

一

一

喜

一

ぷ

魚

、

上

草

計

七

%

係

官

一

間

食

(

お

や

つ

〉

二

夜

行

車

の

人

さ

ま

F
ま

に

居

眠

り

て

体

臭

バ

る

同

の

旅

ゆ

く

十

一

一

1
1

豪
州
は
襲
、
枯
死
ト
ま
す
。
一
諒
さ
れ
て
お
り
、
今
後
各
地
に
広
が
二
ヨ
し
に
出
て
く
る
た
上
り
す
ぎ
る
と
血
圧
が
あ
が
り
、
腎
臓
に
一
偉
そ
と
る
島
の
働
き
が
弱
る
た
一
一

1

一

ぃ
引
の
ッ
酬
重
の
移
動
は
、
風
な
ど
で
内
裏
に
一
る
お
そ
れ
が
あ
り
、
採
穂
、
笛
木
の
導
一
〓

J
ア
な
ど
、
動
物
性
負
旦
:
か
り
す
ぎ
ま
す
か
ら
注
意
し
一
め
、
き
ま
っ
た
三
度
の
食
事
と
け
で
正
一
一
雪
に
折
れ
径
れ
伏
し
た
る
造
林
地
妻
と
一
日
を
黙
し
て
め
ぐ
る
一
一

日
リ
カ
酬
隣
接
樹
に
移
動
し
ま
す
。
一
入
等
に
は
、
十
分
注
意
を
は
ら
う
よ
う
一
三
一
司
戸
の
た
ん
臼
質
は
と
ま

U
M。
一

く

、

望

に

お

菓

子

や

フ

ル

け

ツ

を

記

一

船

由

来

光

一

F

Y
「
酬
と
の
害
虫
の
発
生
は
、
六
月
中
旬
J
一
必
要
が
あ
り
ま
す
?
二
一
一
戸
は
り
大
切
で
す
。
一
緑
の
野
菜
で
い
ち
ば
ん
奇
な
の
が
一
べ
る
こ
と
は
、

2
2離
乳

期

幼

児

一

一

暖

冬

の

富

士

の

高

嶺

も

ま

近

居

ゆ

雑

念

も

な

き

空

の

初

旅

八

一

情

日

ク

ハ
J

七
月
中
旬
と
、
八
月
下
旬
t
十
月
上
旬
一
、
(
大
洲
農
業
改
良
普
及
所
)
一
竺
ち
吋
可
た
だ
肉
、
魚

4
に
ん
じ
ん

0

に
ん
じ
ん
は
毎
日
食
べ
了
間
食
が
必
要
な
の
と
同
じ
で
す
。
ぉ
二

4

川

J

国

弁

μ

ミ

ネ

ヲ

ヱ

へ一

γわ
〆

j
e

の

二

回

発

生

し

ま

す

。

一

一

三

一

手

号

室

ら

の

多

い

旦

て

く

だ

さ

い

。

す

う

け

も

よ

し

、

お

や

つ

も

よ

ろ

し

一

一

こ

お

ろ

ぎ

の

声

か

そ

か

な

り

日

中

の

畑

に

草

ひ

き

つ

つ

汗

ぬ

ぐ

h
お

り

エ

川

一

j

防
除
法
は
、
童
謡
園
地
・
三
一
=
完
工

-jazz--jazzi--Ez--言
=

一

三

一

一

一

一

一

一

百

台

、

コ

レ

ス

乙

一

ぃ

。

夜

も

甘

い

も

の

そ

少

し

い

た

だ

く

二

船

団

春

子

j

二

一

八

年

内

〉

't1jf〉
弘
、

.
J
Tし

よ

り

の

皆

様

、

毎

日

お

元

気

に

お

過

し

の

乙

と

一

一

民

主

主

梅

干

し

れ

根

お

ろ

し

一

言

詰

寄

り

に

は

む

し

一

一

吾

子

二

人

そ

れ

ぞ

れ

巣

立

つ

春

な

れ

や

こ

も

ご

も

J
J立
も

い

っ

と

一

一
言
古
詩
UH
露

出

単

品

目

駐

日

三

日

が

翌

日

紘

一

お

酒

も

適

当

は

よ

い

一

一

赤

ケ

滝

の

赤

土

見

え

て

た

く

ま

し

ゃ

験

し

き

山

I
j
c一一

生

ま

れ

た

い

も

の

ど

う

三

れ

3
2百

歳
の
長
寿
を
保
だ
れ
、
郷
土
の
一

2
一
魚
芸
い
人
た
止
ま
す
。
こ
れ
を
補
う
の
に
酸
性
の
食
品
一
年
を
と
り
ま
す
と
、
お
酒
好
き
の
方
二
初
春
に
は
な
れ
住
む
子
ら
帰
り
き
て
親
子
の
愛
を
つ
つ
む
ひ
と
と
き

s

よ

り

む

の

発

?

と

協

力

く

だ

さ

い

ま

す

よ

う

お

願

い

一

一

二

の

奇

か

ら

八

旦

が

役

立

ち

ま

す

。

一

も

レ

ぜ

ん

と

量

は

少

な

く

な

る

も

の

で

二

一

稲

森

ユ

キ

?

一

申

し

上

げ

ま

す

。

一

リ

…

…

l
ぐ
ら
い
の
分
量
」
そ
の
よ
い
例
と
し
て
梅
干
し
が
あ
り
一
す
。
し
か
し
、
お
酒
は
総
カ
ロ
リ
ー
の
一
一
朝
露
に
足
を
ぬ
ら
し
て
畦
刈
り
に
名
も
な
き
花
を
刈
り
残
す
な
り
一

と

こ

ろ

で

ヘ

無

病

息

災

と

い

う

言

葉

が

あ

り

ま

す

が

、

一

シ

…

…

や

は

り

食

べ

て

い

一

ま

す

。

菜

、

酢

の

料

理

そ

多

く

す

る

一

審

の

た

め

に

も

、

叉

夕

食

な

ら

食

欲

一

一

大

野

繁

男

一

一
健
康
と
い
う
も
の
は
、
ま
ず
か
ら
だ
や
病
気
の
こ
と
を
知
一
た
だ
く
こ
と
が
』
こ
と
も
有
益
で
す
。
血
圧
の
高
め
の
人
一
を
進
め
る
た
め
に
も
お
勧
め
し
た
い
と
一
一
兇
弾
に
た
お
れ
し
警
官
の
霊
偲
ぶ
強
く
銘
せ
よ
浅
間
山
荘

a

チ
り
、
そ
じ
て
そ
れ
に
対
す
る
対
策
を
立
て
る
こ
と
に
よ
っ
哀
を
よ
り
よ
く
す
る
の
に
役
立
ち

i
は
酢
で
あ
し
ら
っ
た
料
理
は
た
い
へ
ん
一
こ
ろ
で
す
o

お

酒

を

飲

め

な

い

人

に

も

一

一

‘

佐

伯

君

子

一

い
て
成
り
立
つ
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
o

一

す

。

一

結

構

。

一

日

本

酒

を

少

々

、

ぶ

ど

う

酒

一

杯

、

薬

一

一

吾

子

嫁

き

心

わ

び

し

も

住

ぷ

っ

き

し

問

の

娃

も

い

と

ほ

じ

き

か

も

す

一

川
こ
れ
か
ら
毎
号
お
届
け
す
る
近
藤
宏
二
先
生
の
「
長
寿
一
大
一
旦
は
健
康
食
品
一
回
胃
液
の
大
切
な
成
分
と
な
っ
て
い
る
一
用
酒
を
少
々
、
梅
酒
を
朝
一
杯
と
い
っ
二

e

久

保

ミ

ヤ

子

一

関
読
本
」
は
、
そ
の
健
康
に
つ
い
て
の
知
識
J

乞

わ

か

り

や

す

一

一

y
ア
ス
タ
ー
ゼ
を
補
強
す
る
た
め
に
大
一
た
飲
み
方
は
お
勧
め
し
た
い
と
こ
ろ
。
一
一
わ
が
居
に
昨
日
も
来
た
る
翁
な
る
に
今
葬
い
の
送
り
火
見
て
作
つ
.

倒

く

教

え

て

く

れ

ま

す

。

一

健

康

で

あ

る

乙

と

を

「

マ

メ

」

と

い

根

お

ろ

し

を

使

い

ま

し

ょ

う

。

天

ぷ

ら

一

寝

る

前

の

少

々

は

眠

り

そ

促

す

絶

好

の

一

一

ー

河

本

μ

キ

ヨ

カ

一

肺
健
康
は
決
し
て
天
か
ら
与
え
ら
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
一
い
ま
ず
よ
う
に
、

E
Tべ
て

の

人

」

な

ど

に

は

、

大

根

お

ろ

し

多

く

そ

え

悶

剤

で

す

。

二

日

曜

を

子

等

が

二

人

で

田

耕

せ

ば

わ

れ

ら

一

日

お

ろ

か

に

過

し

ぬ

の
せ
ん
。
一
人
一
人
が
工
夫
と
努
力
に
よ
っ
て
つ
く
り
出
し

τく
に

老

年

者

に

と

っ

て

す

ぐ

れ

た

栄

一

て

。

(

次

号

「

お

と

し

よ

り

の

事

」

)

一

一

戸

田

薫

明

一

一
養
食
品
で
す
。
た
ん
白
質
が
多
く
、
コ
↑
一

h
a
v

一

ほ

の

優

て

い

く

も

の

で

す

。

一

レ

:

王

、

ピ

一

消

化

し

や

す

く

論

調

一

灰

あ

か

き

合

歓

の

花

ふ

き

散

る

朝

真

夏

の

陽

、

射

し

静

か

に

迫

る

ど
う
か
、
お
と
し
よ
り
は
語
、

C
家
族
の
と
協
力
を
一
レ
ス
テ
ロ
1
j
d
f
く

夕

、

、

」

料

理

し

て

崎

一

佐

伯

範

男

一

土

佐

切

り

十

日

詰

誌

が

い

甘

い

カ

ル

シ

ウ

ム

f

ど

が

多

い

か

ら

」

消

化

器

の

働

き

が

落

ち

て

言

す

か

ー

一

待

ち

待

ち

じ

子

等

は

帰

ら

ず

妻

と

二

人

年

を

と

り

た

り

心

う

つ

ろ

に

一

'

L

一

大

豆

、

も

っ

と

も

良

し

。

つ

ぶ

し

た

一

ら

、

料

理

会

消

化

さ

れ

や

す

い

状

態

に

一

〆

L

古

梅

、

貞

ー

道

神

乙

と

を

お

祈

り

申

し

ょ

げ

ま

す

。

納

豆

、

豆

腐

な

ど

は

毎

日

一

回

は

食

と

し

て

食

べ

ま

し

ょ

う

。

一

ご

み

事

く

煙

と

よ

め

る

山

峡

は

タ

明

ー

し

て

ひ

ぐ

ら

し

の

暗

く

一

て
よ
ろ
し
い
。
み
そ
汁
は
よ
い
が
、
血
一
た
と
え
ば
、
生
た
ま
と
よ
り
半
熟
に

圧
の
高
い
人
は
ひ
か
え
め
に
。
し
て
、
肉
1
魚

は

焼

く

よ

り

、

時

間

を

「

、

ー

!

，

‘

.

司

、

.
1
!
t‘1
‘・
1
・1
1‘・
1
t
-
t、.司、
l
‘!
t‘h
‘t
‘t
‘I
I
I
-
t
i‘s
i‘・
1
t
i‘t
1
1
!
t
l

ぃ!←.'， 
イ

l
l
v
 

‘ 1 

守、

φ 

~司

守

、 h

-

A

も

t

内

ト

v

革

、

h

i

'

 

" 

白、

“

ー

、

ち

旬

(

】

じ
よ
う
ず
な
食
事
の
と
り
方

}第 21号}明白

・t

!
?
t
J
L
t
 

4
y
 ・1

ミ

刊

‘l 

バ動

、
Jらま

匂

仲

i
!
f
l
T
;
1
L
 

t
 

記"

が
も
昨
れ

l
 

句

い

1

l

l

f

少


